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◆令和５年住宅・土地統計調査（国）

令和５年住宅・土地統計調査（令和6年9月25日発表）によると、福島市の

売買、賃貸用及び二次的住宅を除く空き家数は、7,230戸（※）と推計され、
住宅総数の約5.2％を占めています。

≪過去の調査(平成2５年、平成３０年)との比較≫

      ◆空き家の数    ◆空き家率
《平成25年》    5,820戸           4.4％   

《平成30年》 5,680戸           4.0％ 

《令和5年》 7,230戸           5.2％ 

《前回調査比》 （1,550戸増）  （1.2%増）
 

※住宅・土地統計調査でいう
空き家には、戸建て空き家の
ほかに、アパートなどの集合住
宅の空き室なども空き家とし
て計上しています。

１．福島市の空き家の現状について

≪過去の調査(平成2５年、平成３０年)との比較≫

      ◆空き家の数    ◆空き家率
《平成25年》    5,820戸           4.4％   

《平成30年》 5,680戸           4.0％ 

《令和5年》 7,230戸           5.2％ 

《前回調査比》 （1,550戸増）  （1.2%増）
 

※住宅・土地統計調査でいう
空き家には、戸建て空き家の
ほかに、アパートなどの集合住
宅の空き室なども空き家とし
て計上しています。

7,000 

5,820 5,680 

7,230 

5.4%

4.4%
4.0%

5.2%

4.7%
5.3% 5.6% 5.9%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

0

2,500

5,000

7,500

10,000

2008年（平成20年） 2013年（平成25年） 2018年（平成30年） 2023年（令和5年）

空
き
家
率
（
％
）

推
計
空
家
数
（
戸
）

空き家数 空き家率（福島市） 空き家率（全国）

－２－



２．第２期空き家対策の目的 －３－

♯目的
なぜ空き家の対策が必要か？

・安全性の低下 ・火災の不安
・公衆衛生の悪化  ・防犯上の不安
・景観の阻害  ・まちの魅力低下

目指す姿
★地域の安全と治安の確保

★景観や生活環境の維持・
 向上

★地域活力の向上

空き地の対策は組織を一本化して
令和７年度からスタート



３．第２期空き家対策の目標 －４－

♯目標
第2期空家等対策計画に掲げる３つの基本目標

基本目標①

空き家の発生抑制

基本目標②

管理不全等への対策

基本目標③

流通及び利活用
の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年 4月 

令和 4年 3 月 改訂 

令和 5年 3 月 改訂 

令和 6年 4 月 改訂 

 

福 島 市 

福島市管理不全空家等及び 

特定空家等に関するガイドライン 

【リフォーム補助を活用した
学生向けシェアハウス】

【啓発チラシ等による
空き家対策の醸成】

【空き家無料相談会や
関係イベントでのPR】

【管理不全等・特定空家
等への対策マニュアル】

【空き家特措法に基づ
く現地調査による状態
把握】

【空き家バンクサイトの運営】



４．令和７年度の空き家・空き地対策の取組みについて －５－
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第２期福島市空家等対策計画の３つの基本目標を達成するための事業を実施

基本目標①
発生抑制

基本目標②
管理不全等への対策

基本目標③
流通及び利活用の促進

• 空き家の発生を抑制するた
めの特例措置(3,000万円
控除)の周知 →被相続人居住用家

屋等確認申請がR７：６２件

• 長寿福祉課と連携した終活
イベントの開催（12/14）

• 空家バンクの運営
Ｒ７実績 約５割が成約！（登録６１件、成約２９件）

• 空き家リフォーム支援事業
Ｒ７実績１０件
（移住者２件、新婚世帯２件、子育て世帯５件、シェアハウス1件）

• 空き家清掃支援事業
Ｒ７実績４件→活用した物件すべて売買または賃貸が
成約！

• 空家所有者等情報の外部提供制度
Ｒ７申請件数 ４９件

→活用後売買につながった事例１件あり！

• 空き家無料相談会を年２回実施
• 連携協定団体による相談窓口

• 特定空家除却支援
事業
Ｒ７実績５件→特定空家
等は現在８件

• 通報・相談への対応
R７相談件数

８０８件（うち空き地２３件）

R７改善依頼等指導件数

３０件

• 特定空家所有者への
個別改善交渉
 飯野町１件 状況改善へ

●各種対策事業の成果報告



４．令和７年度の空き家・空き地対策の取組みについて －６－
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●各種対策事業の成果報告

▲空き家の無料相談会の様子

▲空き家対策セミナーの様子

①空き家の無料相談会の開催

福島市空家等対策連携協定団体(※)と
合同で、空き家に関する相談会を開催し
ました。
・R7開催実績 ①R7.7.27 ②R8.2.22

両日とも市民センター

・延開催数 １５回（年２回）

・延参加者数 １７１人

②空き家対策セミナーでの啓発
R7.9.14 まちなか広場

宅建協会福島支部と連携して

空き家対策をテーマとした

トークセッションを開催しました。

③空き家対策出前講座の実施
R7.10.28 市民センター

福島市自治振興協議会連合会
研修会において、空き家対策の出前講座
を実施し、地元と連携した空き家対策が
今後重要となってくることなどをお話し
させていただきました。 ▲空き家対策出前講座の様子

基本方針①空き家の発生抑制の取組み



４．令和７年度の空き家・空き地対策の取組みについて －７－

１ 空き家に対する通報・相談対応
・通報について（2００件）
近隣に悪影響を及ぼしている空き家に対しては、適正な
管理を行うよう依頼を行うとともに、管理のポイントや
状態に応じた相談先を案内するなど、助言を行います。

・相談について（60８件）
相続や売買、管理に関する相談が２割を占めており、連携
協定団体を案内し、空き家の発生抑制に努めます。

２ 特定空家等及び管理不全空き家等への対応
特定空家等については、除却補助制度の活用などにより、令和
７年度までに２３件が解消され、令和８年３月３１日時点で８件と
なっております。
管理不全空家等については、特定空家等の未然防止の観点から
も、改善依頼を実施しており、認定件数は０件となっています。

●各種対策事業の成果報告

構造物, 40, 

20%

草木, 85, 

42%

衛生, 39, 

19%

複合, 13, 

7%

空き地, 23, 

12%

令和7年度通報内容

構造物 草木 衛生 複合 空き地

相続, 16, 

3%

売却, 59, 

10%

管理, 43, 

7%

その他, 475, 

79%

空き地, 8, 

1%

令和7年度相談内容

相続 売却 管理 その他 空き地

基本方針②管理不全等対策への取組み



４．令和７年度の空き家・空き地対策の取組みについて －８－
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●各種対策事業の成果報告

県内初！空き家リフォーム支援によるシェアハウスへのリノベーション

◆補助金名 福島市空き家リフォーム支援事業補助金
◆活 用 者  栃木県在住当該物件所有者（女性）
◆建築年及び構造 昭和57年建築 木造2階建て（９７．３㎡）
◆事業内容 トイレ増設、各部屋内装工事、電気設備工事、シロアリ駆除
◆補 助 額   150万円

↑R8.4.1
福島民報

↑R8.4.16
読売新聞

R8.4.11毎日新聞にも記事掲載！

新たな空き家の
活用事例として

注目！
令和8年度も
1件募集中

基本方針③空き家の流通及び利活用の促進への取組み



４．令和７年度の空き家・空き地対策の取組みについて －９－

◆空き家実態調査（市）
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・令和3年度までは緩やかな増加傾向であったが、令和7年度の調査では空き家数は４９８棟減
少した。
・令和５年度以降空き家対策において、解体やリフォーム、家財道具処分などに対する補助支援、
空き家バンク、空き家の相談窓口などが市民に積極的に活用された。
・前回調査で空き家の物件が居住、事務所等に利用されるなど不動産団体との連携によって、流
通や利活用が大幅に進んだことが空家数減少の大きな要因と捉えております。

◆種別内訳

①専用住宅
2,170棟

②併用住宅
 64棟

③共同住宅
 23棟

④店舗
         139棟

⑤長屋
           22棟

⑥工場・倉庫等
           75棟



４．令和７年度の空き家・空き地対策の取組みについて －10－

●福島市空き家実態調査の結果・検証

1,569 棟 

63.01%

663 棟 

26.54%

95 棟

3.8%

158 棟

 6.33%
8 棟 

0.32%

老朽度判定

適正に管理されている

状態等に問題無し

一部損傷が見られる

著しく損傷が見られる

詳細不明

A

E

BA
B

C

D E

C

D

※令和3年度～令和7年度の期間
で新たに追加となった空き家119
棟との差し引きで最終的に▲498
棟となった。
※ただし、蓬莱や、立子山地区、西
地区などでは利活用が進まず、増
加傾向が強い地域となった。

A＋B=約９０％
は敷地・建物に問題がない

【考察】空き家の状態について
D：著しく損傷が見られる空き
家でかつ、近隣に悪影響を及
ぼす可能性がある空き家は
４５件確認され、そのうち8件
を特定空家等に認定しており
ます。

※除却支援補助金の周知など、
状況改善に向けたアプローチ
を個別に実施しております。

既存空き家の解消事由 棟数

売物件 ４１

居住中・利用中 ４５７

除却 １１９



４．令和７年度の空き家・空き地対策の取組みについて －11－

今後の利用予定※右分布図参照

売却や賃貸等を検討する際の課題や懸念

利用用途変更意向の場合その用途（複数回答可）

問5　土地の利用予定

件数 回収率 1

2

3

4

5

6

7

609件発送

未返送

返送 363件

246件

59.6%

40.4%

福島市土地活用意向確認調査 結果報告 2026.3.31

市に期待する支援（複数回答可）

●駅東口周辺のコインパーキングの稼働率は70％以上が多く、
 所有者も現状維持の意向が大多数

●売却、賃貸、利用用途変更の意向が伺えた土地は34件
駅東口は用途変更の意向が多く、エリア北西方面は売却意向が 
強かった。

●上記34件の所有者には今後市の支援制度の案内や個別のア
プローチ等によって土地の有効活用につなげていく

所有者アンケート送付件数及び回収率

●まちなか低未利用地実態調査の結果

区域内面積
→３３３ha
低未利用地候補
→２２．４ha
（区域内の6.7%）

凡例
… 都市機能区域

低未利用地候補地

都市機能区域における低未利用地の分布と割合



５．令和８年度の空き家・空き地対策の取組みについて －12－
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令和８年度の施策に向けたアクション

基本目標①
発生抑制

基本目標②
管理不全等への対策

基本目標③
流通及び利活用の促進

・今後も相続を要因とした空き

家の発生が多く見込まれる

「すまいの終活」を広く市民に
知ってもらう。

庁内関係部署や民間と連携し
た広報活動の実施

所有者の行動変容を促すため
の取組みの検討

・空き地の流通・利活用ツールがない

空き地バンクの開設と運用

・特定空家等除却支援補助制度への
問い合わせ増加と非該当の場合の
放置状態

特定空家等以外の状態の空き家へ
の解体支援

・管理不全状態（草木・害虫等）への
苦情、相談の増加

計画改訂に合わせた福島市管理不
全空家等及び特定空家等に関する
ガイドラインの改訂

●令和７年度の施策取組み後の新たな課題



５．令和８年度の空き家・空き地対策の取組みについて －13－

♯あらたな施策① ※R7実施事業は基本的にR8も継続（終活イベントは未定）

3つの基本目標を推進する空き家と空き地の対策事業

＼新規／ ソフトバンク 地方創生インターンシップ「TURE-TECH」との連携

「TURE-TECH」とは・・福島市から提示された5つの課題
に対し、2～3千名の応募から選ばれた学生30名が5チー

ムに分かれ、現地視察や関係者へのインタビューによる
フィールドワークなどを基に、考え出した解決策を市長へ
提案するもの

テーマ：「福島市の空き家対策について
～管理不全にしないための空き家発生のメカニズ
ム解析と効果的な抑制に向けて～」 ★採用★

【スケジュール】
９月 インターンシップ→学生が本市で現地調査

 最終日 市長提案

基本方針①空き家の発生抑制の取組み



５．令和８年度の空き家・空き地対策の取組みについて －14－

♯あらたな施策② ※R7実施事業は基本的にR8も実施

3つの基本目標を推進する空き家と空き地の対策事業

＼拡充／ 空き家除却支援事業補助金の拡充

事業名 補助対象 対象者 補助内容 募集件数

（継続）

特定空家等除却支援事業 特定空家等の除却費用 特定空家等の所有者
・費用の８０％
・上限１５０万円

６件
（５件）

（拡充）

管理不全空家等除却支援事業
管理不全空家等の除却
費用

管理不全空家等の所有者
・費用の５０％
・上限２０万円

７件
（ー)

（拡充）

建替えを伴う除却支援事業

1年以内に新築する予定の空き
家の除却費用

・新婚世帯

・子育て世帯

・県外からの移住者

・費用の５０％

・上限90万円

1件
（ー）

（ ）は令和7年度の件数

基本方針②管理不全等対策への取組み



５．令和８年度の空き家・空き地対策の取組みについて －15－

♯あらたな取組み③ ※R7実施事業はR8も基本的に実施

3つの基本目標を推進する空き家と空き地の対策事業

＼拡充／ 空き家バンクから空き家空き地バンクへ

空き地種別をデータ
ベースおよびトップ画面
等に追加

まちなか低未利用地実態調査で売却・
賃貸意向のある所有者27件へのアプ
ローチをとおして流通促進を図る！

基本方針③空き家の流通及び利活用の促進への取組み



６．（仮）福島市空き家・空き地対策計画の策定について
従来の空き家の対策に空き地の対策を加え、総合的かつ一体的に取り組むため、空き家・空き地対策計画の策定に着手します！
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第２期福島市空家等
対策計画
～令和9年３月まで

次期福島市空家
等対策計画

空き地の対策

福島市空き家・空き地対策計画
令和９年４月～令和１７年３月
※４年目に中間見直しを行うことする。

・空き家と空き地の一体的な対策
・「空き地」には居住や業務の用に使われ
ておらず、周辺の土地利用と比べて利用
の程度が低い低未利用地を含みます。

【市の最上位計画】
第６次福島市総合計画

令和９年３月まで
関連事項・移住定住に向けた支援受け入れ体制の強化

・空き家対策の推進と既存住宅の利活用

第７次福島市総合計画
令和９年４月～令和１７年３月（8年間）

空き家・空き地対策もまちづくりの分野における
施策の要素として記載される予定

現在素案を磨き上げ中

整合

等関連計画福島市住宅マスタープラン 福島市都市マスタープラン 福島市立地適正化計画

整合 連携

●空き家・空き地対策計画のイメージ
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●第２期空家等対策計画の主な取り組みの成果・検証

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評 価

特定空家等除却支援 ３ ５ ５
特定空家31件認定 23件解消（うち13件補助制
度活用）

リフォーム支援 ３ １１ １０
新婚世帯4件、子育て世帯15件、県外からの移住世
帯4件、シェアハウス1件活用

清掃・家財道具処分 ３ ６ ４ 空き家バンク登録が活用条件（13件）

①空き家対策支援補助制度（令和５年度創設）活用件数 （単位：件）

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評 価

登録 ４７ ３３ ４４ ６１ 空き家売却・賃貸の受け皿

成約 ２０ ２０ ３０ ２９
市と不動産団体が一体となった取り組みにより県
内トップの成約率

②空き家バンク制度（令和元年度創設）登録・成約件数 （単位：件）
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●第２期空家等対策計画の主な取り組みの成果・検証

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評 価

通報 ６８ ５６ １４６ ２００ 行政介入１０５件うち改善された案件７１件

相談 １６０ ２０１ ２６８ ６０８ 相談内容は多様化 窓口一本化により対応

③空き家・空き地の通報、相談件数 （単位：件）

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評 価

発行件数 ３７ ４１ ８３ ６２ 空き家解消の税制上のメリットにより年々増加

④被相続人居住用空家等確認申請書発行件数（※譲渡所得3,000万円控除）  （単位：件） 

これらを含め、空き家への居住や利用が進むなど、関係団体の協力
もあり、空き家の減少につながった。
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●空き家・空き地対策の課題

・所有者が不明もしくは存在しない空き家及び空き地の対応

・年々増加する管理不全空き家・空き地の通報、苦情への対応
年間苦情相談数 R5（２５７件） R6（414件） R7（8０８件）

・空き家・空き地の所有者の世代交代の増加に伴い、「住まいの終活」
の認知度向上の必要性

・まちなかの低未利用な土地の利活用が停滞

・除却・利活用を促す取り組みの強化
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●計画の概要（案）

（１）計画の目的
今後、空き家や空き地の適切な管理や利用がなされず、放置されることで地域にもたらす外部不経済に対して、効果
的な対策を講じます。

加えて、コンパクト＋ネットワークのまちづくりと連動し、従来の空き家対策の取組みを強化することにより、管理不全
な状態となっている空き家や空き地を減らし、生活環境悪化を防ぎ、地域の安全・景観・活力の維持を図り、まちの魅
力向上につなげる。

（２）計画の目標

・空き家・空き地にしない、放置しないまちを目指します
・空き家・空き地が適正に管理された安全・安心なまちを目指します
・空き家・空き地の流通及び利活用される文化が根付いたまちを目指します

（３）素案策定に向けて実施する取り組み

・空き家実態調査、まちなか低未利用地実態調査の結果検証
・第2期空家等対策計画の検証・課題の洗い出し
・空家所有者へのアンケート調査
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●計画策定にかかる今後のスケジュール（予定）

・協議案件の内容によっては書面開催となる場合あり
・協議会第2回以降は計画の内容に関する議題が中心となりますことから、委員の皆様のご意見ご指導
をよろしくお願いします。
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●【参考】福島市のデータその１

＃１ 人口・世帯数及び1世帯当たりの人員

＃２ 年齢別（3区分）人口推移

出典：福島市データブック2026

老年人口(65歳以上)は2000年に年少人口(0～14歳)を抜
いてその後も差は広がり続けており、生産年齢人口(15～
64歳)は2000年以降減少の一途をたどっています。

飯野町との合併により2009年の人口は増加しましたがそ

の後は減少傾向にあり、世帯数は核家族化が進むなどに
より増加傾向にあったものの2024年、2025年と減少に転
じています。
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●【参考】福島市のデータその２

出典：福島市データブック2026

＃３ 家族類型別世帯数 ＃４ 移住者数の推移

核家族世帯、単独世帯は増加傾向にある一方で、核家族
以外の世帯(夫婦と両親から成る世帯など)は減少傾向に
あります。

本市の移住促進事業等を通じて転入した移住者は過去
最多を更新して増え続けていますが、増加ペースに鈍化
の兆しが見え始めています。
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●【参考】福島市のデータその３

出典：福島市データブック2026

＃５ 都市計画区域及び用途地域別面積

都市計画区域は市全域の約3割にあたり、そのうち約25％が市街化区域と
なっています。市街化区域の7割に住居系の用途地域が設定されています。
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●【参考】福島市のデータその３

出典：福島市データブック2026

＃６ 土地取引件数と取引面積

＃７ 新設住宅着工戸数（１新設住宅当たり延床面積）

取引件数は東日本大震災以降増加傾向であり、2014年、
2018年及び2019年に土地の取引面積が大きくなっていま
す。

新設住宅着工戸数は、2017年度以降、人口減少や建設費用高
騰などを背景に減少傾向が続いていますが、新設住宅に占める
認定長期優良住宅の割合は増加傾向にあり、着工数は減りなが
らも良質な住宅の割合は増えています。
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